
令和８年度多様な働き方支援事業 

質問に対する回答書 

 質問 回答 

1 

 

「生成AI活用セミナー」で使用する

生成AIのサービス

（Gemini,ChatGPT,Copilot等）に

ついて、なにか指定はありますでし

ょうか？ 

指定はありませんが、初心者向けのセミ

ナーのため、初めての使用でも扱いやす

く、受講者が無料で使用できるものを想

定しています。 

2 

 

「スマホでできる動画編集セミナ

ー」「生成AI活用セミナー」で使用

するスマホやパソコンから利用する

WiFiネットワークは、会場で使える

ものを使用する前提でよいか？独自

にWiFi環境を用意する必要はある

か？ 

会場に使用者向けの WiFi 環境が整備さ

れている場合は使用して差支えありま

せん。ご提案の内容により、必要な WiFi

環境をご用意ください。 

３ 

企画提案書は、長辺綴りとあるが、A4

を縦向き使用、横向き使用のどちらで

もよいか？ 

どちらでも構いません。 

４ 

実施説明書 1ページ「３ 参加資格

（１）」について、参加資格の要件で

ある「国、地方公共団体及び民間企業

等で類似業務の実績があること」につ

いてお伺いします。弊社では、過去3年

以内の地方公共団体（都道府県）向け

の業務として、以下のような実績を有

しておりますが、これらは本プロポー

ザルにおける「類似業務」として認め

られますでしょうか。  

【過去の受託業務の概要】  

※本回答書では実績の記載は省略しま

す。 

類似業務として差支えありません。 

 



 質問 回答 

５ 

仕様書 1～３ページ「５ 委託業務の内

容」について、本事業の各セミナーで

は多岐にわたる専門的な知識が求めら

れますが、過去の類似事業の実績等を

踏まえ、市として想定されている講師

謝金の水準（1回あたり、または1時間

あたりの目安金額など）の傾向がござ

いましたらご教示いただけますでしょ

うか。 

講師謝礼金の設定・支払も含めて委託業

務の中で実施していただいており、本市

が定める特定の水準はありません。 

６ 

仕様書 ２ページ「５ 委託業務の内容

（１） 実施方式」について、エントリ

ー講座において、「欠席者には、セミ

ナーの内容をアーカイブ視聴できる体

制を整え、視聴回数を把握できるよう

にすること」と記載されております

が、市として指定するシステムやセキ

ュリティ等の要件が別途ございますで

しょうか。 

（１）多様な働き方の手法を学ぶセミナ

ーにおける欠席者のアーカイブ視聴に

おいて、指定するシステムやセキュリテ

ィ等の要件はありません。YouTube 等

の動画配信サービスでの限定公開など、

セミナー欠席者に限定した視聴体制を

想定しています。 

７ 

仕様書１～３ページ「５ 委託業務の内

容」について、各セミナーの定員数が

未達だった場合、追加開催での補填な

どは想定されておりますでしょうか。  

追加開催は想定しておりません。各セミ

ナーへの集客達成に向けたご提案をお

願いします。 

８ 

仕様書 ２ページ・３ページ「５ 委託業

務の内容 託児」セミナー開催時の託児準

備について2点お伺いします。 1点目と

して、託児の手配にあたり、市から特定

の託児業者の斡旋や、過去の類似事業で

利用実績のある業者の指定はありますで

しょうか。 2点目として、各セミナーに

おける託児の利用人数の目安や、1回あた

りの預かり定員（上限）の想定はござい

ますでしょうか。また、お預かりする対

象年齢については、昨年度の事業と同様

に「生後3ヶ月以上の未就学児」を想定し

て手配すればよろしいでしょうか。 

託児事業の斡旋や指定はありません。 

託児希望者数に基づいた託児体制の確

保を想定しています。対象年齢等の託児

条件の設定も含め、ご提案ください。 



９ 

仕様書 ３ページ「５ 委託業務の内容

（２）多様な働き方の関連セミナー」

「スマホでできる動画編集セミナー」

および「生成AI活用セミナー」におけ

る、参加者の最終的な到達目標（ゴー

ル）についてお伺いします。 両セミナ

ーは「実践的に活用できる内容」とさ

れておりますが、各セミナーの終了時

点で、参加者が作成した動画やAIによ

る成果物を、そのまま実際のビジネス

（自社広報や業務等）で使用できる水

準まで完成させることを求めておられ

ますでしょうか。あるいは、まずは基

本的な活用方法を体験・習得するレベ

ルを想定されていますでしょうか。 ま

た、動画編集セミナーについて「ウー

マンワークカフェ北九州の周知活動の

一環としても実施する」と記載されて

おりますが、例えば参加者が作成した

PR動画を、実際に市の広報媒体等で活

用するような展開を想定されているの

でしょうか。 

ビジネスでの活用を念頭に置きつつ、ま

ずは基本的な活用方法を体験・習得する

レベルを想定しています。 

参加者の動画作品を業務用として活用

することは想定していません。 

本セミナーを契機として、これまで当施

設に馴染みのなかった層に対し、『ウー

マンワークカフェ北九州』の認知度向上

を図るとともに、今後の利活用の促進に

繋げることを目的としています。 

10 

仕様書 １〜３ページ「５ 委託業務の

内容 実施方式」についてです。各セミ

ナーの実施方式について「原則対面」

と指定されておりますが、専門的な講

師を招聘する際の交通費等の経費を抑

え、予算内でより質の高い講座を提供

するため、例えば複数回開催されるコ

ースのうち1回のみをオンライン形式

（あるいは講師のみがオンライン登壇

するハイブリッド形式）で開催するよ

うな提案は認められますでしょうか。 

原則として対面形式による開催を想定

しております。実施にあたっては、対面

参加を促進するための効果的なインセ

ンティブの提案を求めるものですが、併

せてオンライン形式を活用した実施手

法の提案を妨げるものではありません。 

 


